
農縁だより
沼田市の農業をもっと身近に！
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長期間耕作されていない放棄

地も多く、農地として再び活

用できるかどうかも確認して

います。漫画を通して、農地

を守る活動を身近に感じてい

ただればうれしいです。

農
業
委
員
会
は
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
農
地
の
利

用
状
況
や
管
理
状
況
を
確
認
す
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

長
期
間
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
が
増
え

る
と
、
雑
草
の
繁
茂
や
病
害
虫
の
発
生
な
ど
周
辺
地
域
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
池
田
地
区
の
農
業
委
員
の
阿
部

喜
一
郎
さ
ん
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
高
橋
昌
一

さ
ん
が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
漫
画
で
紹
介
し
ま
す
。

草
ボ
ー
ボ
ー

次
の
畑
へ

高橋 昌一さん  -発知新田町- 阿部 喜一郎さん  -中発知町-

耕作放棄地の増加に加え、獣

害の痕跡も多く見られます。

農地が荒れる前に状況を把握

し、適切な管理につなげるこ

とが大切です。漫画の撮影は

楽しく参加できました。
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今
日
は

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す

担
当
地
区
を

見
て
回
り
ま
し
ょ
う

最
初
の
畑
で
は

き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
い
る
ね

野
菜
も

元
気
で
す

次
の
畑
へ

・
・
・

見
る
と
こ
ろ
は

そ
こ
じ
ゃ
な
い
（
笑
）

草
の
成
長
は

順
調
で
す
ね

ブゥ
ゥゥ

－ン
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本
体
の
故
障
や
ワ
イ
ヤ
ー
の
経

年
劣
化
な
ど
、
老
朽
化
し
た
設
備

は
電
圧
が
上
が
ら
ず
、
十
分
な
効

果
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
10

年
以
上
使
用
し
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ー

は
劣
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

交
換
が
必
要
で
す
。
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
電
圧
を
計
測
し
、

最
適
な
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

土
砂
が
雨
水
で
流
れ
下
部
に
隙
間

が
で
き
た
り
、
動
物
に
開
け
ら
れ

た
穴
が
放
置
さ
れ
た
フ
ェ
ン
ス
を

見
か
け
た
り
し
ま
す
。
春
に
一
回

点
検
を
行
う
地
域
も
多
い
で
す
が
、

草
が
伸
び
る
今
の
時
期
に
も
再
度

点
検
を
行
い
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
は
、
一
度
作
物
を
食

べ
る
と
そ
れ
を
餌
と
認
識
し
て
繰

り
返
し
訪
れ
ま
す
。
餌
付
け
さ
れ

る
と
檻
の
餌
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、

捕
獲
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
日
中

も
畑
の
近
く
に
潜
む
よ
う
に
な
り
、

人
身
事
故
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま

す
。
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
行
し
、

被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
の
農
業
被
害
の
防
除
手
法

侵
入
防
止
柵
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

(株)群馬野生動物事務所

春山 明子さん

星野 広之 さん

－沼須町－

コマ割り漫画では、農業委員さんたちに

ポーズをお願いしながら楽しく撮影する一

方で、農地を守る活動の大切さも感じまし

た。農業委員会の活動を身近に感じられる

ように、これからも親しみやすい紙面づく

りに務めていきます。（尾身 薫）

花づくりで安らぎ届けたい

花
づ
く
り
を
始
め
て
45

年
に
な
る
星
野
さ
ん
は
、

ス
タ
ー
チ
ス
な
ど
４
品
目

40
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
一
番
好
き
な
花
は
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
。
長
野
県

上
田
市
で
見
た
姿
が
印
象

に
残
り
、
今
で
も
特
別
な

思
い
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
市
場
や
花
屋
さ
ん
か
ら

評
価
を
受
け
た
と
き
が
一

番
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を

を
見
せ
る
星
野
さ
ん
。
約

１
㍍
の
積
雪
で
ハ
ウ
ス
が

倒
壊
し
た
苦
労
も
経
験
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
雪
に

強
い
ハ
ウ
ス
で
栽
培
を
続

け
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て
は
農

地
価
格
や
農
地
転
用
に
つ

い
て
学
び
、
「
利
南
地
区

は
後
継
者
が
多
く
、
地
域

農
業
の
将
来
が
楽
し
み
」

と
期
待
し
ま
す
。

農業委員トークリレー No.11

出荷を待つトルコギキョウ。星

野さんが45年培った花作りの技

術が美しい花を咲かせている

１

低
い
段
数
の
電
気
柵

２

設
備
の
老
朽
化

３

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や

金
網
フ
ェ
ン
ス
の
点
検

農業を通した交流体験「ぬまた農

縁」が先月6日、岡谷町地内の水田で

行われました。参加者8人は手植えに

挑戦し、田植機の乗車を楽しみました。

参加者は農業委員の指導のもと、苗

を一本ずつ丁寧に植えていきました。

泥に足を取られながらも声を掛け合い、

作業を進めました。体験後はバーベ

キューで親睦を深めました。次回は

10月に稲刈り体験を予定しています。

ぬまた農縁で田植え体験

田んぼで感じる農業の魅力

編集後記

春
山
明
子
の
野
生
動
物
被
害
対
策
コ
ラ
ム
⑩

維
持
管
理
が

決
め
手
で
す

沼
田
市
に
お
い
て
、
夏
は
野
生

動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
最
も

多
い
時
期
で
す
。
春
の
植
物
が
成

長
す
る
と
、
動
物
に
と
っ
て
硬
く

食
べ
づ
ら
く
、
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ

な
ど
秋
の
堅
果
類
が
実
る
ま
で
は
、

山
に
餌
が
少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

一
方
、
里
で
は
高
糖
度
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
や
プ
ラ
ム
な
ど
の
果
樹
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た
野
菜
が

で
き
る
た
め
、
特
に
ク
マ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
大
型
野
生
動
物
に
よ

る
農
業
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
侵
入
防
止
柵
が
有
効
で
す
。

市
は
電
気
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の

設
置
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、

侵
入
防
止
柵
の
最
大
の
課
題
は
、

設
置
後
の
維
持
管
理
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
特
に
、
次
の
３
つ
が
課
題

と
し
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

初
期
に
導
入
さ
れ
た
２
～
３
段

の
電
気
柵
は
、
大
型
獣
が
簡
単
に

越
え
て
侵
入
し
て
し
ま
う
た
め
、

効
果
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
５
～
６

段
の
電
気
柵
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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